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著者 伊藤玲子 他 

 

調査地域 神奈川県 

 

調査時期 2002年、2005年 

 

調査対象 幼稚園（3～6歳） 

  保育園（0～5歳） 

 

依頼数 幼稚園：298園、   保育園：582園 

有効回答数 幼稚園：173園（35779人） 保育園：295園（20168人） 

有効回答率 幼稚園：58％   保育園：51％ 

 

診断方法 教員の申告 

 

有症率 幼稚園：2.4％   保育園：3.9％ 

 

調査概要 横浜市内全幼稚園・保育園の食物アレルギーの実態を調査した論文。 

  保育園は低年齢児が多いため食物アレルギーの有症率が高かった。 

  保育園では半数以上が医師の診断に基づき食物除去が行われていたが、 

  幼稚園は 3%と低値であった。 

 


